
当財団では、自動車に関する技術教育を実施している高等学校を対象に、教育現場のニー

ズにそった自動車技術教育用教材を毎年提供しています。 

 

8/4（火）、学識経験者や関係団体の方を中心に構成される審査委員会が行われ、本年度、

自動車技術教育用教材を 125 校に提供することが決定しました。 

 

提供する教材は、分解組立用エンジンや工具類など、幅広いメニューを用意しています。 

毎年 14～18 の地域で対象となる高等学校へ応募案内を行い、対象校は３年に一度応募で

きる仕組みです。 

 

今年は対象となる 14 都道県 290 校のうち 125 校から応募があり、上述の審査委員会に

おいて、全ての応募校への提供と提供教材が決定しました。 

この提供校数“125”は令和 6 年度（130 校）に次ぐもので、提供対象地域別としては 4 年

連続で過去最多を更新しました。 

 

尚、平成 3 年度から実施してきた本活動の提供校数は、累計で 2,777 校となります。 

 

また同委員会では、当財団の新しい取組「自動車教材 有効活用表彰制度」の表彰内容に関

する審査も行われました。 

当制度は、ものづくり人財の育成・確保のため、小・中学生を対象とした「高校紹介」「出

前授業」等の機会において、当財団が提供した教材を有効活用している高等学校を表彰す

るものです。 

 

厳正な審査の結果、今回エントリーいただいた以下の全４校に対し『未来のくるまファン

育成賞』を授与することになりました（カッコ内は使用教材）。 

・岐阜県多治見工業高等学校 （EV ミニカート・キット） 

・三重県立四日市工業高等学校（ 同上 ） 

・沖縄県立那覇工業高等学校 （実車：中古車） 

・東京都立墨田工科高等学校 （分解組立用電子制御エンジン） 

 

上述 4 校での教材の活用内容については、本年 10 月までに財団 HP に掲載する予定です。 

その際は当メルマガでもご案内しますので、各校におかれましても参考としていただきま

す様よろしくお願いします。 

 

今回お知らせした令和８年度の教材提供や「自動車教材 有効活用表彰制度」に関するメ

ディア向け資料は、以下 URL よりご確認いただけます。 

https://jaef.or.jp/news/21396/ 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日本自動車教育振興財団 メルマガ事務局 

 

【読者の皆さまへ】 

私どもは、先生方や高校生の皆さんにより有益なご支援を提供してまいりたいと考えて

おります。 

つきましては、当財団の事業やご支援メニューについて、ご意見やご要望等をお寄せく

ださい（以下のいずれかの方法にてお願いします）。 

1. 当メルマガに返信 

2. SNS でのコメント、返信  

X（旧 ツイッター）https://twitter.com/jidousyakyouiku 

https://jaef.or.jp/news/21396/
https://twitter.com/jidousyakyouiku
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